
海産哺乳類の定点型音響調査結果報告（例） 

 

１．定点型音響調査実施状況 

1. 調査地域：XXX 

2. 調査期間：上層 201X 年 X 月 XX 日 X：XX〜201X 年 X 月 XX 日 X:XX 

       下層 201X 年 X 月 XX 日 X：XX〜201X 年 X 月 XX 日 X:XX 

3. 調 査 者：ＸＸＸＸＸＸ 

4. 調査者による備考： XXXX 

 

２．定点型音響調査結果の概要 

 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 定点型音響調査結果の概要 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX  

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 定点型音響調査結果の概要 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX  

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 定点型音響調査結果の概要 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX  

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 定点型音響調査結果の概要 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX  

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 定点型音響調査結果の概要 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX  

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 定点型音響調査結果の概要 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX  

 

 

 

 

  

以下に示す報告例に含まれる図は、説明の都合上、典型的な例

を貼り合わせたもので、実際のデータとは異なります。 

 

形式は、２観測点の比較の場合です。仮に A 点、B 点としてあ

ります。調査設計に応じて、同一場所の上層下層、あるいは試

験区と対照区などの比較があります。 
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